
 2024 SUPER TAIKYU Round.7

FUJI
ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2024

Empowered by BRIDGESTONE
第７戦　Ｓ耐ファイナル 富士

2024 年 11 月 16 日（土）〜 17 日（日）
富士スピードウェイ（静岡県）

　2024 年のスーパー耐久シリー
ズは、いよいよシーズン最終戦
を迎えた。舞台は第 2 戦と同じ
富士スピードウェイ。ROOKIE 
Racing にとってはホームレース
となる一戦だ。
　 今 回、ORC ROOKIE Racing
はふたたび２台での参戦となっ
た。モリゾウ／佐々木雅弘／小倉
康宏／石浦宏明という４人で臨む
ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept は、第 2 戦富士、第 3
戦オートポリスから大きな改良は
ないものの、今シーズンまだ一度
も完走を果たしていないことか
ら、事前にテストを行い万全な体
制で乗り込んだ。また、走行中に
発生するボイルオフガスの活用に

向けた活動もスタート。新たな仲
間づくりをはじめている。
　 そ し て 今 回、『ORC ROOKIE 
GR86 Future FR concept』と
車名が改められた 28 号車は、近
い将来の自動車に課せられる排気
規制に対応しはじめることになっ
た。これまでカーボンニュート
ラル燃料を使用してきたが、次期
GR86 に向けた開発は継続しつつ
も、今回からハイオク燃料を使用。
排気規制に対応したエンジンで走
行することになった。
　 一 方、 中 升 ROOKIE Racing
は正念場だ。今シーズンは２戦参
戦していなかったが、まだシリー
ズランキングは３位で、チャンピ
オンは射程圏内。鵜飼龍太／蒲

生尚弥／ジュリアーノ・アレジ／
片岡龍也というお馴染みのライン
アップで、地元での最終戦優勝、
そして２年連続のチャンピオンを

目指すべく臨んだ。週末の予選・
決勝に向け 11 月 14 日（木）か
ら行われたスポーツ走行枠で、３
台は走行を開始した。 

ST-X は大逆転で２年連続王者獲得！ ST-Q は課題と収穫の最終戦に
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スポーツ走行／ STEL 専有走行

公式予選

　迎えた 11 月 14 日（木）は、
２回のスポーツ走行が行われた。
ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept、ORC ROOKIE GR86 
Future FR concept、そして中升
ROOKIE AMG GT3 ともに参加し
たが、今回は 65 台というエント
リーを集めている状況に加え、ふ
だんのレースの特別スポーツ走行
と異なり、併催の KYOJO CUP
の車両なども走行するなど混雑が
激しい状況。タイム計測が行われ
ているものの、リザルトが出るわ

　霧に包まれた金曜から一夜明
け、迎えた 11 月 16 日（土）は
雲が厚く、午前はややコース上に
水が残っていたものの、ウォーム
アップを経て午後１時 20 分から
の公式予選はドライコンディショ
ンで迎えた。
　ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept は、まずはモリゾ
ウがアタック。ST-5 車両を上回
る 2 分 01 秒 577 を 記 録。 続
く B ドライバー予選では、小雨
が舞いはじめるなか佐々木が 1
分 59 秒 216 を記録。合算タイ

けでもなく、実際のタイムが分か
りづらい状況だった。しかも、午
前の１回目こそ曇り空のもと行わ
れたが、２回目の走り出しからす
ぐに雨が降り出してしまった。結
果的に、初日午後は半分ほどがウ
エットの走行になってしまった。
　走行２日目となる 11 月 15 日

（金）は、午前は荒天の予報で、午
後はやや改善する方向。予選日、
決勝日は天気予報ではドライだっ
たことから、中升 ROOKIE AMG 
GT3 は、初日のセットアップの感

触が良かったことも手伝い、15
日は午後のみの走行に留めること
を決断した。
　ただ、明けた 15 日は朝から濃
い霧が出ており、午前９時 40 分
から行われた専有走行１回目こそ
なんとかウエットコンディション
のもと行われたものの、午後１
時 20 分からの専有走行２回目
は濃霧のためキャンセルに。中升
ROOKIE AMG GT3 は２日目は１
周もできなかったが、「自分たちの
状態としては悪くないことが確認
できていますし、問題ないと思い
ます」と片岡龍也監督は語った。
　一方 ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept は初日は佐々木雅弘
とモリゾウ、小倉康宏が周回。15
日は佐々木と小倉が走行した。

「特にトラブルはなく順調ですね。
霧が濃かったのですが、ニュルブ
ルクリンクでもこういう天候もあ
るので、モリゾウさんにも小倉さ
んにも走ってもらいました。練習
としては良いタイミングだと思っ
ていますし、スーパー耐久は速い
クルマも遅いクルマもいるので、

経験を積んでもらいました」と石
浦宏明監督。
　そして、ORC ROOKIE GR86 
Future FR concept も大きなトラ
ブルはないが、排気規制に合わせ
たことで大きくパワーが下がって
いるのだという。タイムを見ても、
これまでは ST-3 車両を上回るも
のだったが、同じ GR86 が中心の
ST-4 車両と同等、あるいはそれ
に及ばないタイムとなっていた。

「ST-4 の争いを邪魔しないように
しないといけませんね」というの
は坪井翔。
　ただ、ポジティブな部分も。「今
回ジオメトリなどをガラッと変
えて乗りやすくなっていますし、
GR86 らしさが出ています」と開
発の方向については好感触。他の
３人も同様の感想を述べた。

ムで ST-5 車両を上回る総合 49
番手につけてみせた。その後も小
倉康宏、石浦宏明としっかりとア
タックを決め、事前のテストから
トラブルなく公式予選まで締めく
くることになった。
　ORC ROOKIE GR86 Future 
FR concept は、まずは佐々木栄
輔が１分 58 秒 792 を記録。続
いて坪井が1分56秒372をマー
クし、合算では ST-4 車両を１台
上回る結果となった。その後も豊
田大輔、大嶋和也ともしっかりと
アタックを終えており、「速さがな

11 月 14日（木）〜 11月 15日（金）　天候：曇り／雨　路面：ドライ／ウエット

11月 16日（土）　天候：曇り　路面：ドライ

いのは仕方ないですが、かなり方
向性が見えてきました」と大嶋監
督はクルマの仕上がりに満足した
表情を見せていた。
　 そ し て、 中 升 ROOKIE AMG 
GT3 は、Ａドライバー予選で鵜飼
龍太が 1 分 40 秒 870 という素
晴らしいタイムを記録。ジュリアー
ノ・アレジが不安定な天候で１分
39 秒 862 を記録し、合算で３番
手につけることになった。

「金曜は走れませんでしたが、木曜
にやるべきことは済ませています
し、バランスも非常に良い状況で

す。自分のトライも土曜午前にしっ
かりと終えることができました」
というのは鵜飼。
　蒲生尚弥、片岡龍也もしっか
りと予選を終えた中升 ROOKIE 
AMG GT3 は、決勝に向けしっか
りと準備を終えることになった。



#32　決勝レース

　 迎 え た 11 月 17 日（ 日 ） の
決勝日、富士スピードウェイは朝
から晴天に恵まれた。多くのファ
ンが訪れるなか、モリゾウは午前
に行われたデモランイベントで、
ニュルブルクリンクに参戦する
SUBARU WRX STI をドライブ
するなど、分刻みのスケジュール
をこなしながらも、午後０時 26
分から始まった決勝レースでのス
タートドライバーを務めた。
　今回 ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept は、４時間レースを
しっかりと４人で繋ぎ、今季果た
せていなかった完走を果たすこと、
そして給水素時間が短くなったこ
とを活かし、しっかりと ST-5 車
両と“レースをする”ことを目標
にしていた。モリゾウはその目標
に向け、着実にレースを進めていっ
たが、今回は 65 台と出走台数が
多い。そんな混戦の影響か、スター
トからわずか 22 分というところ
で、300R で ST-3 車両のアクシ
デントが発生。フルコースイエロー
からセーフティカーへと切り替え
られ、さらにガードレール補修が
必要となったことから、長い赤旗
中断となってしまった。
　モリゾウは１時間７分ほどの中
断を経てふたたび ORC ROOKIE 

GR Corolla H2 concept のコク
ピットに戻った後、すぐに小倉に
交代した。
　ただ、モリゾウのスティント終
盤、さらに小倉のスティントでは
エンジンからミスファイアの症状
が気になり始めていた。通常のレー
シングスピードで走っているとき
には問題がないが、アクシデント
が起きた際のフルコースイエロー
導入時など、速度が落ちたときに
その症状が出る。もちろん事前に
この状況を想定したテストも行っ
ているが、やはり集団で走ると何
かが違っているようだった。
　そんな状況ながら、小倉は着実
に走行を進め、15 周を走ってか
らピットイン。石浦宏明に交代
した。ところが、直後に今度は
ST-Z 車両がダンロップコーナー
手前で激しくクラッシュ。またし
てもガードレール補修の必要が
あるアクシデントで、ほどなく再
度フルコースイエローからセーフ
ティカーランに切り替えられた。
　ステアリングを握った石浦は、
チームとも協議し再開後にミス
ファイア対策としてプラグ交換を
検討したが、54 分の中断を経て
のリスタート後に、症状が治まっ
ていることを感じとった。今後原

因は探らなければならないが、こ
のまま給水素も行わないまま 30
分強のスティントを走れそうだ。
　その後も ST-4 クラスの車両か
らタイヤが外れてしまうトラブ
ルなどでフルコースイエローが導
入されるなど、非常に荒れた展開
となった最終戦だが、そんなな
か石浦は着実にフィニッシュま
で ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept を運び、総合 53 位で
チェッカーを受けた。なお完走車
両は 59 台だった。
　今シーズンは大きな進歩を遂
げながらも、水素に関わらない
部 分 で の ト ラ ブ ル で な か な か
完 走 す る こ と が で き な か っ た
ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept。しかし今回は、水素エ
ンジンで走りはじめてからついに、
完走車両のなかでの最下位とはな
らなかった。

「歴史的な一日になったと思いま
す。航続距離も伸びましたし、給
水素時間も３分ほどになったので、
ST-5車両の何台かよりも前でゴー
ルすることができました」と石浦
監督はレースを振り返った。

「何より、完走できたことが何より
いちばんでした」と今季はトラブ
ルの対応に何度も苦い表情を浮か

べていただけに、安堵の笑顔が浮
かんでいた。
　本来であれば、「４時間レースで
しっかりと走り切って、３回の給
水素をして、ST-5 クラスの上の
順位にいきたかったですけど」と
いうのは今回レースではドライブ
しなかった佐々木。
　２回の赤旗中断となったことで、
実質２時間のレースとなってし
まっていた。本来 ORC ROOKIE 
GR Corolla H2 concept が目指
す“半分”の距離しかなかったが、
それでもモータースポーツの現場
が示すものは“結果”でしかない。
その“結果”を残したという意味
では、大きな一戦となった。

11 月 17日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



#28　決勝レース

　車体の改良を行ったことで、ド
ライバーたちのフィーリングは大
幅に改善することが確認できてい
た一方で、排気規制に対応したこ
とで持ち前の車格を超えたスピー
ドは鳴りを潜めてしまっていた
ORC ROOKIE GR86 Future FR 
concept。予選を終えた段階でも

「レースでもいつも 28 号車は速い
のに『なんで今回こんなに遅いん
だ？』とまわりに思われそう（苦
笑）」とドライバーたちが語ってい
たが、そのレース当日がやってき
た。11 月 17 日（日）は朝から
晴天に恵まれ、午後０時 26 分か
ら決勝レースの火ぶたが切って落
とされた。

　ORC ROOKIE GR86 Future 
FR concept のスタートドライ
バーを務めたのは豊田大輔。序盤
から、ST-4 クラスの #18 GR86
を追いながらレースを進め、しば
らくすると ST-4 クラスのチャン
ピオンを争っていた #3 GR86 が
大輔の前に現れる。各クラスのラ
ンキング上位争いの邪魔はしては
いけない。

「バトルをしているようには見えた
と思うのですが、実際はほど遠く
て。ストレートの最高速は同じく
らいでも、そこに至るまでのトル
クが厳しかったです」と大輔は振
り返った。
　大輔はそんな状況のなか、後方
から迫り来る車両をパスさせなが
らレースを進めていく。今回は
65 台もの車両が走っており、抜
かさせる方も大変な状況だった
が、そんな混戦が招いたか、大輔
が 11 周目に入ろうかというタ
イミングで、ST-3 クラス車両が
300R で激しくクラッシュ。フ
ルコースイエローからセーフティ
カーへと切り替えられ、さらにガー
ドレールの補修が必要となり、赤
旗中断となってしまった。
　ガードレールの補修には１時間
７分を要し、ようやく午後２時

20 分にレースは再開された。大
輔はふたたびコクピットに戻ると、 
２分 00 秒 335 というベストタ
イムを記録した後、佐々木栄輔に
交代した。
　ただ佐々木に代わった後、やや
エンジンに変調が出はじめていた。
この日は 11 月下旬とは思えぬ暖
かさで、その気温が影響したため
なのか、はたまた別の原因なのか
は調査が必要だが、油温、水温が
上がり始めてしまった。
　そんななかでも佐々木はドライ
ブを続けていたものの、36 周目
に突如としてエンジンがふけなく
なってしまった。タービン周辺の
トラブルが後で確認されるのだが、
レース中の突然のトラブルに佐々
木は対処を迫られた。
　ただ、佐々木は社員ドライバー
としてはプロであっても、レーシ
ングドライバーとしてはプロで
はない。わずか数秒の間の対処で
なんとかコースの端にクルマを寄
せようとしたが、後方から迫った
ST-Z クラスの #34 アウディが
佐々木を避けきれず、姿勢を乱し
ガードレールに激しくヒットして
しまった。２台は接触したわけで
はなかったが、後方で大きなアク
シデントが起きてしまった。

　なんとか ORC ROOKIE GR86 
Future FR concept を佐々木は
ストレートに戻したが、動揺が収
まらない。他の３人のドライバー、
モリゾウまでもが駆けつけ佐々木
を慰めたが、佐々木にとってはあ
る意味洗礼となった。

「ドライバーとして、もっとやれる
ことはあったかもしれませんが、
トラブルの瞬間にウインカーやハ
ザードを出すことは難しいことで
すよ、と佐々木さんに伝えました」
というのは坪井。
　またチームの GM も兼ねる大輔
は「クラッシュの起因となってし
まったので、#34 アウディを走ら
せる TECHNO FIRST さんには本
当に申し訳ないことをしてしまい
ました」と語った。

「決してドライバーのせいではない
ですし、チームとして今後こうい
うことがないようにしなければい
けません」
　この後、レースはふたたび赤旗
中断となったが、ORC ROOKIE 
GR86 Future FR concept の ト
ラブルは解消せず、ここでレース
を終えることになってしまった。
これまでの実績を引き継ぎつつ始
まった新たな挑戦の緒戦は、ほろ
苦い一戦ともなってしまった。

11 月 17日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



#1　決勝レース

　今シーズンは２戦を休みなが
ら、タイトル争いの権利を残して
きた中升 ROOKIE AMG GT3 に
とって、泣いても笑ってもシーズ
ンラストとなる決勝レースがやっ
てきた。獲得ポイントを考えても、
条件はかなり苦しい。やるべきこ
とは、まずは優勝を勝ち取ること
しかない。
　晴天に恵まれた決勝レースは、
午後０時 26 分にスタートが切ら
れた。中升 ROOKIE AMG GT3
のステアリングを握ったジュリ
アーノ・アレジは、序盤３番手に
つけるが、後方からはランキング
首位の #23 メルセデスが接近。
65 台が走る大混戦のなかバトル

を続けていったが、９周目には
#23 メルセデスに先行を許し４
番手へ。それでも決してペースは
悪いものではなく、アレジはトッ
プ３に食らいつきながら序盤戦を
戦っていった。
　そんななか、12 周目に ST-3
車 両 が 300R で 激 し く ク ラ ッ
シュしたことから、レースはフル
コースイエローが導入された。翌
周にはセーフティカーに切り替え
られピットインが可能になった。
チームはアクシデントの大きさか
らセーフティカーが長引くと判断
し、アレジを呼び戻すと鵜飼龍太
に交代した。
　ここで ST-X クラスには一度目
の波乱が起きた。セーフティカー
が先導する隊列がメインストレー
トを通過する際、ピットレーン出
口は赤信号となる。鵜飼は前走車
が停止したこともあり出口で信号
をしっかりと守ったが、#23 メ
ルセデスや、#81 GT-R などの
車両が赤信号でのピットアウトを
行ってしまい、これが後でペナル
ティに繋がることになった。
　そしてレースは、ガードレール
補修の必要があり１時間超の赤旗
中断となった。長い赤旗中断と
なったことで、Ａドライバーの規

定乗車時間が変更され、43 分を
走れば良いことになった。そこで
午後２時 20 分のレース再開後、
セーフティカーランでの時間も含
め、鵜飼は 30 分超のスティント
とこなしていく。

「プロからも大きく離されるわけ
でもなくすごく良いスティントで
した」と片岡龍也監督が褒めたよ
うに、鵜飼は３番手につけ中盤の
大役をこなすと、36 周を終え予
定どおりピットインを行った。
　この直後、ダンロップコーナー
手前で ST-X 車両がクラッシュす
るアクシデントが起き、すぐさま
フルコースイエローが入ったが、
これが中升 ROOKIE AMG GT3
に大きく味方した。ピット作業の
時間を稼ぎ出すことができ、レー
スを優位に運ぶきっかけとなった
のだ。中升 ROOKIE AMG GT3
は片岡が乗り込んだが、直後に
レースはふたたび赤旗となる。
　この中断によって、交代回数の
規定がなくなったことから、チー
ムはそのまま片岡がドライブし
フィニッシュまで走り切ることを
決めた。上位争いを展開していた
#31 RC F や #23 メルセデス
はＡドライバーへの交代のピット
インを残しており、展開は完全に

中升 ROOKIE AMG GT3 に味方
していた。
　片岡は午後４時のリスタート後
も着実なペースでトップを守って
いく。一方、ランキング首位だっ
た #23 メルセデスは途中のペナ
ルティ、さらに最後のドライバー
交代で順位を落とし５番手に。ま
たランキング２位だった #33 メ
ルセデスもペナルティで３番手に
順位を落としていた。
　そして夕闇があたりと包み始め
るなか、片岡駆る中升 ROOKIE 
AMG GT3 は、荒れたレースを
制し今季３勝目を飾ってみせると
ともに、大逆転でのシリーズチャ
ンピオンを獲得してみせた。
　２戦を欠場しながらのチャンピ
オンに、もちろんチームは沸きに
沸いた。

「すべての運が我々に向いてくれ
たようなレースでしたね」と片岡
監督は振り返った。
　４人のドライバーたちの力、そ
して苦しいときでも必ず表彰台を
獲得してきたチームの総合力で掴
んだ２年連続チャンピオンの座。
ROOKIE Racing に と っ て も、
チーム全体の成長を感じることが
できた忘れ得ぬシリーズ最終戦と
なった。

11 月 17日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



2024 年第７戦富士　リザルト（TOP5）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’53.598
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 1’55.245
	 	 	
6	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 2’06.244
7	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2’09.633

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’47.770
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 1’49.244
	 	 	
7	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 1’58.348
8	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2’00.677

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG?GT3	 1’48.223
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’48.327
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’48.772
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’49.827

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 3’32.721
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 3’35.798
	 	 	
7	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 3’55.164
8	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 4’00.793

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 3’20.034
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 3’20.674
3	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 3’20.732
4	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 3’21.118
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 3’21.705

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 1’38.638
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’39.307
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’39.722
4	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’39.862
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’40.268

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’47.899
2	 61	 SUBARU	HighPerformanceX	Future	Concept	 1’55.055
	 	 	
4	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 1’59.003
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2’03.357

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’42.195

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’46.045
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 1’47.815
	 	 	
7	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 1’56.372
8	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 1’59.216

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 1’40.273
2	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’41.092
3	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’41.154
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’41.292
5	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’41.768

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’47.225
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 1’47.667
	 	 	
7	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 1’58.043
8	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2’01.245

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 1’40.672
2	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’40.817
3	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’41.116
4	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’41.862
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’43.188

11 月 15 日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目 （ST-Q）

11 月 16 日　スーパー耐久 ウォームアップ （ST-Q）

11 月 15 日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目 （ST-X）

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 A ＋ B Dr.（ST-Q） 11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 A ＋ B Dr.（ST-X）

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 B Dr.（ST-X）

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 Ｄ Dr.（ST-Q） 11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 Ｄ Dr.（ST-X）

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 B Dr.（ST-Q）

11 月 16 日　スーパー耐久 ウォームアップ （ST-X）

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 C Dr.（ST-Q） 11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 C Dr.（ST-X）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 1’46.676
2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 1’47.983
	 	 	
7	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 1’58.792
8	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2’01.577

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’40.870
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’41.367
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’41.396
4	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 1’41.396
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’41.437

11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 A Dr.（ST-Q） 11 月 16 日　スーパー耐久  公式予選 A Dr.（ST-X）



Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 92	 GR	Supra	Racing	Concept	 	 55	 4:02’41.880	 1Lap

2	 230	 NISSAN	Z	NISMO	Racing	Concept	 53	 4:02’42.710	 3Laps

3	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	 52	 4:02’00.062	 4Laps

4	 61	 SUBARU	HighPerformanceX	Future	Concept	 51	 4:01’54.101	 5Laps

5	 12	 MAZDA	SPIRIT	RACING	ROADSTER	CNF	concept	 51	 4:02’05.372	 5Laps

6	 271	 Honda	CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 50	 4:01’38.348	 6Laps

7	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 47	 4:01’44.706	 9Laps

	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	Future	FR	concept	 36	 2:39’29.273	 20Laps

Pos. No. Car Name    Laps Time   Gap

1	 1	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 56	 4:01’10.714	

2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 56	 4:01’47.288	 36.574

3	 33	 Craft-Bamboo	Racing	Mercedes-AMG	GT3	 56	 4:01’53.103	 42.389

4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 56	 4:02’09.841	 59.127

5	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 56	 4:03’17.081	 1’07.240

11 月 17 日　スーパー耐久第 7 戦富士　決勝レース結果（ST-Q）

11 月 17 日　スーパー耐久第 7 戦富士　決勝レース結果（ST-X）

2024 年第７戦富士　リザルト（TOP5）



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


